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1.  論文の目的と方法
この小論の目的は，日本語の文学作品とその英語の翻訳を比較して，英語と日本語
のモダリティの違いを検証することである．この小論で取り上げるのは法助動詞
mustとそれに対応する日本語のモダリティ表現である．主観的把握型の言語と言わ
れる日本語のモダリティは，客観的把握言語である英語のモダリティと大きく異な
る．翻訳者が日本語の文学作品の中に表れる様々なモダリティ表現を英語のモダリ
ティ表現に変換していく際に，日本語のモダリティを英語のモダリティの体系の中
に移し替えなければならない．元の日本語とその英語訳のモダリティ表現を比較す
ることによって両言語のモダリティの違い明らかにできると思われる．このような比
較はまた日本人が英語のモダリティを学ぶ際にも役立つものになる．つまり，日本
人がどのような状況であれば，mustのような法助動詞を使用できるのかを示唆する
こともできるからである．
この調査で用いたのは川端康成著『雪国』と『伊豆の踊子』（角川文庫）とEdward 
G. Seidenstickerによる翻訳　Snow Country（SCと略す）とThe Izu Dancer（IZD
と略す）である．これらの翻訳書でmustが用いられている箇所とその日本語や場面
を比較・検討する．Mustは義務的意味と認識的意味に分けて調査を行った．
モダリティ表現の日英対照研究
MUSTと日本語の対応
高橋  正
－ 24－ － 25－
2.  義務的意味のmust
2.1  遂行的用法
遂行的用法のmustは日本語では「～しなさい」という丁寧な命令表現に対応してい
る．
（1） She picked up the hair ornament that had fallen to the floor.
“You really must go back tomorrow,” she said quietly. [SC79]
「ほんとうに明日帰りなさいね」と，静かに言って，髪の毛を拾った．［雪国70］
これはヒロインである駒子のセリフであるが，この前の部分では駒子は２度同じ内
容の発言をしている．翻訳では，どちらも命令文になっている．２つめにはplease
が付加されている．
（2） “But itÕs not easy for me.  Go on back to Tokyo.  ItÕs no easy for me.” [SC78]
「つらいわ．ねえ，あなんたもう東京へ帰んなさい．つらいわ．」［雪国70］
(3) “Please go back to Tokyo.”
“As a matter of fact, I was thinking of going back tomorrow. [SC78]
「もう帰んなさい」
「実は明日帰ろうかと思っている」［雪国70］
この（2）-（3）の一連の発言のあと，主人公の島村が本当は東京へ帰るつもりである
ことを知った芸者の駒子が取り乱したあとのセリフが（1）の発言である．島村に東
京に帰るように念をおすために発言をしているが，明らかに，前の２つの（2）-（3）
の命令文と（1）のmustを用いた文は同じ機能を果たしており遂行的である．この
mustは日本語の「帰りなさい」という命令表現に対応している．
さらに，この遂行的用法のmustの義務は話者である駒子の側の事情から生じたも
のである．駒子がつらくなるので，島村に東京に帰れと命じているのである．原文
ではこの「つらさ」について次のように述べられている．駒子が主観的に島村に義
務を課していることがわかる．
　「つらいとは，旅の人に深填まりしてゆきそうな心細さであろうか．またはこ
ういう時に，じっとこらえるやるせなさであろうか．女の心はそこまで来てい
るのかと，島村はしばらく黙りこんだ．」［雪国70］
2.2  依頼表現との対応
(4) “WeÕll all come down to the boat to meet you.  You must let us know when 
youÕre coming.  YouÕre to stay with us─we couldnÕt think of letting you go 
to a hotel.  WeÕre expecting you, remember, and weÕll all be down at the 
boat. ”  [IZD 27]
「それじゃ冬休みには皆で迎えに行きますよ．日を報せてくださいましね．お
待ちしておりますよ．宿屋へなんぞいらしちゃ厭ですよ，船まで迎えにいきま
すよ」［伊豆33］
来る日を知らせることによって，船まで迎えに来て宿泊させてくれるのであるか
ら，聞き手にとって利益になることを依頼している．　You mustがよく用いられる
文脈である．
(5) “She said very seriously that I must be good to you.” [SC141]
「君のことをよくしてあげて下さいって，真剣に頼むんだ」［雪国127］
Sheは葉子という女性を指しているが，この発言の前にも，葉子は主人公の島村
に対して次の（6）の命令文の発言をして，駒子のことをよくするようにと依頼して
いる．（5）のセリフはその間接的な言い方である．
（6） “Be good to Komako.” [SC138]
「駒ちゃんのことをよくしてあげて下さい」［雪国124］
（6）の葉子の命令文と同じ内容を伝えようとしており遂行的である．ここでも「～
してあげてください」という依頼表現がmustに対応している．
命令文への英訳は，中立的・客観的な表現になるのに対して，日本語では授受表
現「あげる」や「ください」という丁寧な表現を用いているため，「～してあげてくだ
さい」という言い方には英語では表現できない授益や人間の上下関係を伝えている．
このように遂行用法のmustは日本語では命令表現や依頼表現に対応することが
わかる．特に，日本語の聞き手への依頼表現が，英語訳では聞き手のなすべき義務
へと変換されている．「～すべきである」や「～しなければならない」という義務的
な法表現に限定されていない．
－ 26－ － 27－
2.3  日本語とは対応しないmust
（7） “YouÕre on your way home now, are you?”
“I had a little accident. IÕve been going to the doctor.”
“You must be more careful.” [SC5] 
「駅長さんもうお帰りですの？」
「私は怪我をして，医者に通っているんだ」
「まあ．いけませんわ」　［雪国7］
原文は，駅長と葉子という女性との会話であり，駅長が怪我をして，病院に通っ
ていることを聞いて，葉子は，それに対するいたわりの気持ちを表明しているだけ
である．翻訳では，この場面の会話は2つの点で大きく変わっている．
1つは，聞き手の利益のために忠告をする場面となっていることである．その忠
告は，mustが2人称主語で用いられるという典型的な形になっている．mustは話者
の主観性を表すため，話者が聞き手の幸福を願って忠告をしている気持ちが伝わる
のである．忠告をすることが適切であるようにするために，その直前の駅長の言葉
も変更されている原文では「怪我」をしたことを述べているが，その原因は不明で
ある．英語では，怪我のことよりもその原因である「ちょっとした事故」に遭ったこ
とを述べている．怪我の原因が事故であることを明示することによって忠告の表現
が活きてくる．
もう1つの改変は，対等な人間同士の会話に変わっていることである．葉子とい
う若い女性が，年上である男性で，しかも駅長という地位のある人に忠告をしてい
るのである．社会的上下関係が言葉のやりとりに反映される日本語では目上の人に
忠告することは避けられる．忠告をする場合でも，敬語や謙譲語を駆使して敬意表
現を用いる．
この会話の翻訳では，日本語に表れていない部分を訳しだしたということも考え
られる．つまり，次の（　　）内の言外の部分の方を英語では訳し出したという解
釈である．
「あら，いけませんわ．（お気を付けなさらないと）」
日本語では，話し手が聞き手の事態に対してどのような感情をもったかを伝えるこ
とによって（　　）内の発話の意図を伝えるのに対して，英語では明確に発話の意
図（忠告すること）の方を述べることによって話し手のいたわりの気持ちも伝えてい
ることがわかる．
（8） ShimamuraÕs cheeks too were aflame.  He walked briskly by, and 
immediately Komako came after him. 
“You mustnÕt.  You embarrass me, walking by at a time like this.” 
“I embarrass you─you think IÕm not embarrassed myself, with all of you 
lined up to waylay me?  I could hardly make myself walk past.  Is it always 
this way? [SC51]
島村も頬が火照るようで，さっさと通り過ぎると，すぐに駒子が追いかけて来
た．
「困るわ，あんなとこお通りになっちゃ」
「困るって，こっちこそ困るよ．あんなに勢揃いしてられると，恐ろしくて通
れんね．いつもああかい」 ［雪国45］
日本語にはない “You mustnÕt” が付加されている．そのあとに省略されているの
は “walk by at a time like this” であると思われる．英訳では「こんな時間にここを
通ってはいけない」と忠告をしていることになる．上の（7）の例と異なるのは，忠
告の内容が聞き手の利益不利益については中立的である点で，そのために遂行的用
法に近い．しかし，日本語の原文では，このような時間にここを通ってはいけない
と明確には述べていない．日本語では「困るわ」という話者が迷惑をしていることを
伝える言葉だけであるが，英訳では，「だから，そのようなことはするな」という言
外の意味も訳し出していると言える．つまり，日本語ではこちらが迷惑をしている
ことを伝えて，聞き手への要求は言外に伝えるだけであるのに対して，英語では聞
き手への要求も言語化している．
（7）-（8）では，日本語では言外にあり，言及されていない忠告を，翻訳ではmust
を用いて明示的に述べている．
－ 28－ － 29－
2.4  勧誘のmust
聞き手に有益なことを聞き手に勧める場合に用いられるmustである．
（9） “WonÕt you have one?” he asked Shimamura.  “You really must have one. 
The geisha you saw brought them to celebrate the end of her term.”  [SC92]
「こんなもの，お1ついかがです．祝いものでございますから，お慰みに一口
召し上がってみたら」　［雪国79］
日本語では動詞の条件形「～たら」を用いている．勧誘の「たら」のあとには，通
常は「いかがですか」という疑問形が省略されている．上の会話では「たら」の前の
発話で「お1ついかがです」とあるので，この疑問形が省略されているとも考えられ
る．「たら」は，あとに評価を述べる部分を疑問化することによって，相手に特定の
行為の有益性を気づかせて，それを聞き手に勧める機能をもつ1．この勧め方は，
話し手の意思を一方的に押し付けるのではなく，聞き手の側にその有益性の判断と
実行を任せるというやり方である．「たら」ではその勧める理由が言及されることも
多い．
例：「いい天気だから，散歩でもしたら？」　（『現代日本語文法』p.78）
（9）の会話では，「祝いものでございますから」というのがその理由である．
英訳を見ると，まず，1ついかがかと相手の意思を尋ねる形式の勧誘の仕方のあ
とで，芸者の年期あけの祝いものだからという理由があるので，召し上がるように
と話し手の意思を押し付けている．つまり，次のように，聞き手の意思を尋ねる勧
誘から，理由が明示されて，聞き手の利益になることなので話し手の意思を押し付
ける勧誘の仕方へと一層強い勧誘の仕方をしていることがわかる．この一層強い勧
誘の表現としてmustが用いられている．
聞き手の意思を尋ねる　→　話し手の意思の押しつけ＋理由
（10） 　　An hour or so later they all went down for a bath.  I must come along, 
they insisted; but the idea of a bath with three young women was somewhat 
overwhelming, and I said I would go in later.  [IZD19]
「一時間ほど遊んで芸人たちはこの宿の内湯へ行った．一緒にはいろうとしき
りに誘われたが，若い女が3人もいるので私は後から行くとごまかしてしまっ
た．」 ［伊豆22］
原文は「しきりに誘われた」とあるように強い勧誘である．「一緒に」を伴ってい
るので，話し手が実行しようとしている行為に聞き手を引き込もうとする引き込み
型の勧誘である．動作主でもある話し手の意志を表す文が聞き手もその動作主に含
み込むように機能を拡大したものである2.
英語訳では，mustを用いて，芸人たちが聞き手である「私」にいっしょに来ると
いう義務を押し付ける言い方になっている．さらに，insistをmustと共起させて強
い勧誘であることを示している．これが勧誘になるのは聞き手が利益を得るためで
ある．その利益とは，原文のこの個所の少しあとに述べられているように，芸人た
ちが「私」の肩を流してくれるということである．
次の（11）では，decideのthat節の中でmustが用いられている．このmustも勧
誘である．
（11） Before long they decided that I must visit them on Oshima. [IZD 21]
私はいつのまにか大島の彼らの家へ行くことにきまってしまっていた．［伊豆
25］
Decideの補文のthat節では，仮定法現在かshouldが用いられる．実際に，原文の
この個所のすぐあとにあるdecideのthat節ではshouldが表れている．
（12） 「また正月には私が手伝ってやって，波浮の港で皆が芝居をすることになって
いた．」
It was decided, too, that I should help with a play they would give on 
Oshima for the New Year.
（11）の補文でmustが用いられているのは，伊豆の踊り子たちの家がある大島に「私」
を招待している場面であり，次のような勧誘のmustが下地になっているからである．
 You must visit us on Oshima. 
（9）-（11）では，強い勧誘を表すのに，日本語と英語で異なる方略が用いられて
いる．日本語の原文では，（9）では，聞き手に，ある行為の有益性に気づかせて，
－ 30－ － 31－
聞き手の判断に任せている．（10）の場合，話し手の行動に聞き手を同調させようと
する引き込み型と「しきりに」という副詞によって，強い誘いであることを示す．ど
ちらも聞き手の意思を大事にして，話し手が，たとえ聞き手の利益になることでも，
聞き手に話し手の意思を押し付けるような表現はしていない．これは聞き手志向の
勧誘である．
それに対して，英語訳では，話し手が，聞き手に利益になるような義務を課する
という方法が用いられている．英語でも聞き手志向の勧誘もあるが，強い勧誘にな
ると話し手志向の勧誘になると言える．日本語には「べきだ」「しなくてはならない」
というmustと同じ法表現があるが，このような日本語の法表現は（9）-（11）のよう
な文脈で強い勧誘の意味で用いられることはない．
2.5  決意のmust
話者の主観を表すmustが1人称主語をとる場合，自らが自分に義務を課すること
になる．これは個人の内面から湧き出てきた決意を表すことがある3．
次の（13）は，主人公の「私」が峠の茶屋に50銭銀貨を1枚置いてきたことに対
して，その茶屋の婆さんがお礼を言いながらついてくる場面である．多額の料金を
もらったことへのお礼をするためにそのあたりまで見送ると述べている．She 
insistedの補文なのでsheは実際には1人称“I”である．
（13） She must at least see me off up the road, she insisted. [IZD 11]
いくら断ってもその辺まで送ると言って承知しなかった．［伊豆9］
日本語の動詞の非過去形「する」は，動作主が1人称で，動詞が意志的動作を表
す場合，話し手が自分の行為の実行を一方的に聞き手に伝える宣言として用いられ
る．丁寧体では「します」になる．
例：5時か．そろそろ｛ 帰る / 帰ります ｝．（『現代日本語文法』p.56）
このような意志の宣言が，英訳では決意を表すmustに置き換えられている．
次の例（14）では条件節でmustが用いられている．聞き手が「今日立つ」という
強い決意をしているのであればいう意味を表している．
（14） If you really must go, perhaps you can meet us in Shimoda.  ［IZD 17］
「どうしても今日お立ちになるなら，また下田でお目にかかりますわ....」［伊豆
19-20］
2.6  語り手の主観をあらわすmust
次の例では語り手の視点の変更が含まれているのでやや長く引用する．
（15）   He still sent his kimonos back for “snow-bleaching.”  It was a great deal of 
trouble to return old kimonos─ that had touched the skin of he could not 
know whom─ for rebleaching each year to the country that had produced 
them; but when he considered the labors of those mountain maidens, he 
wanted the bleaching to be done properly in the country where the maidens 
had lived.  The thought of the white linen, spread out on the deep snow, the 
cloth and the snow glowing scarlet in the rising sun, was enough to make 
him feel that the dirt of the summer had been washed away, even that he 
himself had been bleached clean. It must be added, however, that a Tokyo 
shop took care of the details for him, and he had no way of knowing that the 
bleaching had really been done in the old manner. [SC152]
自分の縮を島村は今でも「雪晒し」に出す．誰が肌をつけたかもしれない古着
を，毎年産地へ晒しに送るなど厄介だけれども，昔の娘の雪ごもりの丹精を
1思うと，やはりその織子の土地でほんとうの晒し方をしてやりたいのだった．
深い雪の上に晒した白麻に朝日が照って，雪か布かが紅に染まるありさまを考
えるだけでも，夏のよごれが取れそうだし，わが身をさらされるように気持ち
よかった．もっとも東京の古着屋が扱ってくれるので，昔通りの晒し方が今に
伝わっているのかどうか，島村は知らない．［雪国137］
この引用部の最後の文では，ちょうど述べたことが全く当てはまらない可能性が
あることは明言しておく必要があることからmustが用いられている．自分の縮を雪
晒しに出すことに関する島村の考えや気持が妥当でないかもしれないのである．
Mustは話者の主観を表すのであるが，ここでの話者とは誰であろうか？　原文
－ 32－ － 33－
では，「島村は今でも「雪晒し」に出す．」で主語を明示して現在形を用いている．
語り手は，ここでは島村の視点ではなく，語りの「今」の時点から島村の行為を述
べている．そのために「今」という副詞が用いられ，動詞の時制が現在形となって
あらわれている．
「誰が肌を…気持ちよかった」の部分では，語り手は島村と一体となって島村の考
えや感情を語っている．下線部1の「思う」という心理動詞は主語が1人称であるこ
とを示唆する．
a.（私は）太郎は病気だと思う．
b. ?*彼女は太郎が病気だと思う．
bは，第3者の心の中を推測して述べる場合で，「思う」ではなく，「思っている」と
しないと不自然な日本語になる．心の中は第三者には入り込めない世界であり，外
から推測するしかない．「思う」が用いられた場合は，主語は話し手自身になる．「思
う」の主語は，話し手，つまり語り手であり，それが島村と一体となっているので
ある．その他，下線部の「厄介だ」「やりたい」「考える」「気持ちよかった」では主語
が明示されていないので，主語は語り手であり，それが島村の心の内面を語ってい
る．「わが身をさらされるように」というところでは「わが身」という一人称を指す語
が現われている．語り手は島村自身となって，その心の内を語っている．
ところが，引用の最後の部分では，「島村は知らない」というところで再び主語が
明示される．ここでは明らかに語り手は視点を島村から切り離して，島村の「知ら
ないこと」について言及している．視点を再び「語り」の発話時点に移しているため
に現在形となっている．昔ながらの「雪晒し」に出す理由やその気持ちのよさにつ
いて述べたあとで，昔ながらの雪晒しが為されているかどうか知らないということ
では，島村の内面は矛盾していることになる．そのために，ここで島村について評
言しているのは語り手である．
英語訳では，語り手は，語りの発話時点の「今」から，過去の出来事を語り，島
村の外にいて，客観的な視点から島村の内面を見通すことができるかのように語っ
ている．いわゆる「神の目」の視点である．時制は一貫して過去形であり，島村の
心の中を語る場合も常に，島村は客観的に捉えられていて，3人称主語he/himが現
われている．
…but when he considered…
…he wanted the bleaching to be done…
…was enough to make him feel…
従って，“It must be added”と述べているのは語り手である．このmustの話者は，
この作品の語り手であり，mustが表す主観性は語り手の主観である．受動態である
ために，addの主語は言及されていない．addの動作主はだれであろうか．動作主
が島村であるとすると，語り手が島村に説明を付け加える義務を課していることに
なる．そうすると島村が昔通りの晒し方をしていない可能性のあることを知ってい
ることになるので，原文のこの前で島村が雪晒しに関して述べていることや感じて
いることと矛盾することになる． addの主語は語り手であると考えるのが妥当であ
ろう．語り手が自ら，島村は昔通りの晒し方をしているかどうかについて知らない
のだということを述べる義務を課していると考えるのが妥当である．このmustの使
用に本来，物語の視点となっていて，テキストには現れない語り手が顔をだしてい
るのである．
3.  認識的意味のmust
mustの認識的用法の意味に相当する訳語として，「にちがいない」が当てられる
ことが多い．日本語の「にちがいない」は，断定はできなが，その判断が間違いな
いものとして確信されているという意味を表す．何らかの根拠に基づいて推論を組
み立てる場合が多い4．
mustは，命題内容が必然的に真（necessarily true）である，あるいは，真である
可能性が高いと話し手が判断していることを示唆する．話し手が下した判断はすで
に知っていることや観察したことから引き出される結論である5．
3.1  「にちがいない」
今回の調査では，「にちがいない」がmustに対応するのは次の2例しかない．ど
ちらも耳から聞こえる音を証拠にして，確信のある判断を行っており，その判断に
基づいて行動を起こしている．
－ 34－ － 35－
日本語の「にちがいない」は書き言葉で用いられることが多く，話し言葉で用い
られることが少ない．このような文体上の違いがこの訳語との対応が少ないことの
原因の1つとも考えられる．
（16） It was, with no attempt at covering itself, the naked heart of a woman calling 
out to her man.  Shimamura was startled.  That high, piercing voice must 
surely be echoing all through the inn.  He got up hastily. [SC34]
それはもうまぎれもなく女の裸の心が自分の男を呼ぶ声であった．島村は思い
がけなかった．しかし宿屋中に響き渡るに違いない金切声だったから，当惑し
て立ち上がると... ［雪国31］
（17） When he went to see the maple leaves up the valley, he passed her house. 
Hearing the automobile and thinking it must be he, she ran out to look─and 
he did not even glance back, she complained.  That was most unfeeling of 
him. [SC128]
渓流の奥の紅葉を見に行くので，彼は駒子の家の前を通ったことがあった．
その時彼女は車の音を聞きつけて，今のは島村にちがいないと表へ飛び出し
てみたのに，彼はうしろを振り返りもしなかったのは薄情者だと言ったほどだ
から,... ［雪国113］
3.2  「にちがいない」以外に対応例
認識的用法のmustは様々な日本語に対応している．
▶「でしょうね」
（18）  “WeÕre ready for the winter.  ItÕs always especially cold the night it clears 
after a snow.  It must be below freezing tonight.”  ［SC12］
「へい，もうすっかり冬支度です．雪の後でお天気になる前の晩は，特別冷え
ます．今夜はこれでもう氷点を下っておりますでしょうね」［雪国13］
雪国の駅を降りた島村に，宿屋の客引きの番頭がいうセリフである．この番頭は
「ものものしい雪装束」をしている．番頭が実際に感じている寒さを根拠に推量を表
す「だろう」の丁寧体を用いている．
「だろう」の代わりに，丁寧体である「でしょう」を用いるのは，丁寧に対応する
こと以外の対人関係への配慮がある．日本語の「だろう」は不確かな認識によって
判断を下す場合に用いられるのであるが，この表現を用いて確信ある，断定的言い
方を避けることもできるからである．（18）では，番頭が客に対して用いており，丁
寧さの配慮から，丁寧体を用いると共に，断定的な言い方を避けているようにも思
われる．それに対して，英訳では伝達上の丁寧さではなく，話者の持つ根拠に基づ
いてmustが用いられている．
▶「なのでしょう / なのだろう」
（19） 　“YouÕre a simple, honest person at heart, arenÕt you?  Something must be 
making you sad.” [SC118]
「ねえ，あんた素直な人ね．なにか悲しいんでしょう」 ［雪国104］
ここでは駒子のセリフで，「んでしょう」は「のだろう」の丁寧体である．「のだろう」
は，証拠や根拠を基に推定をする場合に用いられるのであるが，この個所では，そ
れが何であるか駒子は明らかにしていない．
（20） 　“No one knows IÕm here.  I heard someone in the kitchen, but the front 
door must still be locked.” [SC114]
「私が来たのを誰も知らないわ．お勝手に音がしてたけれど，玄関はまだしま
ってるんでしょう」［雪国101］
宿の玄関がしまっていることに駒子は確信を持っていると考えられる．なぜなら，
このような確信がなければ，道のない杉林を登って宿の裏から入って，島村の部屋
までくることはなかったからである．ここに自分がいることを誰も知らないと断言し
ており，玄関が閉まっていることを確信していると言える．この確信は，この町の
芸者なら経験的に知っていることから生じてくるものである．それで，英訳では
mustになっている．原文では，「しまっているのだろう」の丁寧体が用いられている．
（21）   “But all he would have to do would be to get a gold tooth.  Then youÕd 
never notice,” the dancerÕs voice came to me suddenly.  I look backed.
　They were obviously talking about my crooked teeth.  Chiyoko must have 
－ 36－ － 37－
brought the matter up, and the little dancer suggested a gold tooth for me. 
[IZD 25]
「それは，ぬいて金歯を入れさえすればなんでもないわ」と踊り子の声がふと
私の耳にはいったので振り返ってみると，踊り子は千代子と並んで歩き，おふ
くろと百合子とがそれに少し遅れていた．私の振り返ったのを気づかないらし
く千代子が言った．
「それはそう．そう知らしてあげたらどう」　　
　私の噂らしい．千代子が私の歯並びの悪いことを言ったので，踊り子が金
歯を持ち出したのだろう．［伊豆31］
ここでは原文と英訳が厳密に対応していない．翻訳者は，話の展開に必要のない
ことは省いている．また，千代子の発言も削除している．それで英語訳の方の話の
展開を見てみると，主人公の「私」が聞いたのは金歯にしたらよいという踊り子の提
案である．そのためにそれを述べる動詞suggestedは「私」が実際に聞いたことなの
で，他の地の文と同様に過去形になっている．しかし，金歯の話題をだれが持ち出
したかは，「私」には不明であるので，その話題を持ち出したのは千代子にちがいな
いと推量している．この根拠は，原文では，千代子と踊り子が並んで歩いているこ
とと，「それはそう．そう知らしてあげたらどう」という千代子の発言を耳にしたこ
とである．しかし，この根拠に当たる部分は英語では訳されていない．それゆえに，
英語訳の読者には，金歯のことを話題にしたのがなぜ千代子なのかわからないであ
ろう．原文では上に述べたように，千代子が歯並びの悪いことを持ち出した根拠が
十分にあるので「のだろう」が用いられている．
▶「見える」
（22）  “… I didnÕt have any money, and I bought a plain notebook for two or three 
sen and drew in lines.  I must have had a very sharp pencil.  The lines are all 
neat and close together,…”  [SC40]
...自分で買えないの．二銭か三銭の雑記帳にね，定規をあてて，細かい罫を
引いて，それが鉛筆を細く削ったと見えて，線がきれいに揃ってるんですの.... 
［雪国37］
ここでは「見える」という知覚動詞が認識のモダリティに似た働きをしている．こ
のような「見える」は「ようだ」に置き換えることができる．
田中の車が駐車場にない．まだ，帰宅していないと見える．
田中の車が駐車場にない．まだ，帰宅していないようだ．（『現代日本語文法
第8部』pp.183-184）
「ようだ」は，話し手が観察したことに基づいて推定をしていることを述べる用法
である．観察することが主に視覚によることが多いので「見える」という知覚動詞が
「ようだ」と同じモダリティを表す．
英訳でmustが用いられているのは，「線がきれいに揃っている」という視覚によ
る確認が，鉛筆の芯を細く削っていた，あるいは細い芯の鉛筆を用いていたことの
確実な証拠と考えているからである．
▶「ようだ」
（23） 　“So it was every day.  Komako must have wanted to crawl away and hide 
at the thought of where it was leading.  But that indefinable air of loneliness 
only made her the more seductive.”  [SC129]
毎日がこんな風では，どうなってゆくことかと，さすがに駒子は身も心も隠し
たいようであったが，そのどこか孤独の趣きは，かえって風情をなまめかすば
かりであった．［雪国115］
「ようだ」は，話し手が観察したことに基づいて推定をする場合に用いられる．こ
こでは，駒子の日ごろの様子から，駒子の望んでいることを島村が推定していると
ころである．
（24） 　And Yoko, who had taken care of the sick man on the train, quite as his 
mother must have when he was very young─how would she feel coming to 
an inn with a change of kimono for Komako, who was something, 
Shimamura could not know what, to the man Yoko had come home with？ 
[SC68]
－ 38－ － 39－
また，葉子にしても，汽車の中でまで幼い母のように，我を忘れてあんなにい
たわりながらつれて帰った男のなにかである駒子のところへ，朝になって着替
えを持って来るのは，どういう思いであろうか．［雪国61］
mustが用いられているのは「幼い母のように，我を忘れてあんなにいたわりなが
ら」に対応する箇所で，英語では，日本語に表れていない言葉を補い，「彼が小さ
いときに母が看病したように」となっている．汽車の中で葉子が男を看病をしてい
た様子が献身的であったことが根拠となり，男が小さいときに，母親もそのように
看病したであろうと語り手である島村が推測をしている．
「ように」は比況を表すときにも用いるが，この「ように」は，観察したことに基
づく推定を意味する「ようだ」の連用形である．比況と推定の区別を日本語から英
語への変換では行う場合がある．
▶「らしい」
（25） “Is it really three oÕclock?  I must have fallen asleep when I got home....” 
[C125]
「もう3時なの？　座敷から帰って，倒れたまま眠ったらしいわ...」［雪国111］
ここでは，英訳のmustと原文の「らしい」がうまく対応している．「らしい」は，
観察されたことを証拠として，未知の事柄を推定する形式である． 
パソコンの電源が入らない．壊れてしまったらしい．
田中の部屋の電灯が消えている．どうやら寝ているらしい．
     （『現代日本語文法第8部』p.169）
原文では，時間が3時であることを根拠として，倒れたまま眠ったことを推量して
いる．自分が寝てしまったことを自ら推測するのは奇妙なことであるが，意識のな
い状態のときのことを推量しているのである．自分に意識がなかったことは確実な
ことであると考えれば，「らしい」はmustの意味に近いと言える．
▶「ところだ」
（26） “The mistress must be older than the wife, then.” [SC99]
「へええ．それじゃ本妻よりお妾さんの方が年上になるところだったね」［雪国
86］
「ところだ」という日本語は，通常，次に起こることが決まっていて，その直前の
段階と捉える場合に用いられる．
申し訳ございません．社長はこれから出かけるところです．（『現代日本語文法
第8部』p.172）
原文の「ところだった」では，この発言の直前までに明らかになった事実から論
理的に結論できる内容であるが，実際には実現しなかったことを表している．英訳
では，本妻の夫が32-3歳という若さであることを知り，常識的な世間の観点から「妾」
の方が年上になったのではないかと島村が推量しているという意味になっている．
さらに，英訳とは時制のずれがあるように思われる．「お妾さん」はこの発言の時
点ではもと妾であり，その時点ではもう妾ではないためである．同じ女性であった
としても立場が異なるために，過去の状況として日本語ではとらえている．英訳で
は，mustの後に完了形が用いられていないので過去の推量になっていない．この理
由は，この妾なる女性も本妻も存命中であり，発話の時点でも当てはまると推量し
ているからである．ここでは立場志向の日本語が妾の立場の場合とそうでない場合
とを区別して，その違いを時制の違いにも反映させていることが窺える．
▶「しそうだ」
（27） 　“What happened?”  The woman was standing in the shade of the cedar 
trees. “You must have been very happy, the way you were laughing.” 
“I gave it up,” Shimamura felt the same senseless laugh rising again.  “I 
gave it up.”  [SC29]
「どうなすったの」
女が杉林の陰になっていた．
「うれしそうにわらっていらっしゃるわよ」
「止めたよ」と島村はまたわけのない笑いがこみ上げて来て，
「止めた」  ［雪国27］
－ 40－ － 41－
島村はこの場面の前で，笑い続けながら宿の裏山に登り，そして駆け下っている．
女はその様子を見て「どうしたのか」の尋ねている．原文の下線部から，女が尋ね
ている間も島村は笑っていると解釈できるが，英訳では，“What happened?”と女
の質問が過去のこととして尋ねている．そのために時制を一貫させるために，下線
部は ,英語訳では過去の推量（must +have +過去分詞）となっている．
原文は 笑っている様子がうれしそうだと述べて，終助詞「わ」は，それが話し手
の感じたことであり，「よ」によって聞き手にもそのことを知っているべき情報とし
て提示している．女は島村の笑っている様子がうれしそうだという情報を島村に投
げかけているだけであるように見えるが，この発話は，この直前にある「どうなす
ったの」という女の質問と一体になって，そのようにうれしそうに笑っている原因を
女が尋ねていることを示している．下線部は質問をする理由を補足する機能を果た
している．この個所の原文と翻訳はかなりずれているように思える．はたしてどう
であろうか？
下線部の「しそうに」は「しそうだ」の連用形である．「しそうだ」は形容詞と接続
した場合は，基本的に，人やものの性質や内的状態が外観として観察されることを
表す．
例：佐藤さんは最近どこか寂しそうだ．（『現代日本語文法第8部』p.173）
日本語では，外からは見えない第三者の内的状態を語るとき，「（し）そうだ」な
どを用いて，話し手自身の内的状態を述べるときと区別する．
??彼は寂しい．→　彼は寂しそうだ / 寂しいらしい．
（私は） 寂しい．
話し手自身の心情・感覚の表出と，観察によって得られる第三者の内的状態とは
厳密に区別されるため，島村の心の中は，島村と一体となっている語り手以外から
は，島村の外見から観察できることを根拠にして推し量る形でしか表出できない．
連用形の「しそうに」は形容詞を伴うと様態副詞のように用いられることがある．
例：君は何でもおいしそうに食べるね．（『現代日本語文法第8部』p. 173）
この用法でも，「食べている」様子から，おいしいのだろうという推測がなされて
いる．「しそうだ」という表現は，そう判断する根拠が外観の観察にあることを示唆
する．英訳では笑っていたことやその笑い方から判断して，島村の心の状態が「う
れしい」状態であったという「女」の推測を，mustを用いて翻訳している．つまり，「う
れしい」という状態にあるのではないかという推量とその根拠を英訳では提示して
いる．
このように，「（し）そうだ」にあたる英語は，外観を根拠にした話者の推量となり，
mustがその推量を表す1つの表現となる．
（28）   It seemed that the girlÕs whole body must soon be trembling.  [SC135]
葉子は今に体までふるえて来そうに見えた．［雪国120］
「そうだ」が動詞に続く場合，あることが直後に起こるのであるが，その兆候が存
在することを表す．
例：あ，雨がふりだしそうだ．（『現代日本語文法第8部』p.172）
葉子の体がすぐに震えだす兆候があるとみているので，その兆候が根拠となって， 
mustが用いられている．
（29）    If Shimamura felt even a flicker of uneasiness, it was lest the head drop, 
or a knee or a hip bend to disturb that perfectly horizontal line.  Something 
of the sort must surely happen; but the body was still horizontal when it 
struck the ground.  [SC173]
島村に閃いた不安と言えば，水平に伸びた女の体で頭の方が下になりはしな
いか，腰か膝が曲りはしないかということだった．そうなりそうなけはいは見
えたが，水平のまま落ちた．［雪国156］
ここでは「しそう」がmustに対応している．「そうなるけはいが見えた」とあり，
そうなる兆候を島村が自分の目で見たことを根拠に推量していることがわかる．
（30） The land of the Chijimi was very near this hot spring, just down the river, 
where the valley began to widen out. Indeed it must almost have been 
visible from ShimamuraÕs window.  [SC153]
縮の産地はこの温泉場に近い．山峡の少しずつひらけゆく川下の野がそれで，
島村の部屋からも見えていそうだった．［雪国138］
－ 42－ － 43－
「しそうだ」は状態を表す動詞と接続する場合，そうであると思わせる性質をもっ
ていることを示す．ここでは，島村の宿泊していた部屋からは，実際には見えない
が見えていそうな場所であったと判断している．この直前の箇所で述べられている
ことがその根拠となっていると考えられる．
▶断定形
（31） 　“…You must not have to work.  Feel how nice and soft you are.” [SC59]
「… 旦那さん，ずいぶん結構なお身分で，柔らかいお体でございますね」［雪国
52］
この個所は，島村の体を揉んでいるあん摩の発話である．体の感触から硬い筋肉
がないことはあん摩にすぐにわかる．それを根拠に肉体労働をするような人でない
と推量している．原文では丁寧な断定的な言い方になっているのに対して，英訳で
は，mustを用いてあん摩の強い確信であることを示している．認識用法のmustと
義務的用法のhave toが一緒に用いられている面白い例である．
日本語では，断定形は話し手の真偽判断を表す場合がある．
例：あの男にはアリバイがない．犯人はあいつだ．
例：あいつ，最近元気がない．何かあったんだ．（『現代日本語文法第8部』p.146）
これらの例のように何らかの証拠から，話し手が真偽について確信ある判断を下す
場合には，英語のmustが用いられる文脈である．
（32）  “He thought he must indeed be the plainest, most honest person in the 
world. ［SC84］
..,そうだ自分ほど素直な人間はいないのだという気がして来ると,..　［雪国75］
駒子から，“…YouÕre a good, honest person at heart, IÕm sure”と言われて，島
村がわけ分らぬ感動に打たれている場面である．原文では，駒子の「素直な人だ」
という発言を受けて，「自分が素直な人間である」ことはすでに定まったことして把
握していることを表す「のだ」が用いられている．しかし，この補文の主節は「とい
う気がして来る」であるため，あくまでも島村の主観的な捉え方である．したがって，
この補文の断定形は，島村の判断を表している．
  日本語の断定形には，話し手の価値基準にしたがって主観的な判断を下す用法
もある．
例：あの人は本当に立派だ．
例：佐藤は少しまじめすぎる．（『現代日本語文法第8部』p.146）
このような主観的判断は，客観的事実によるものではなく，話し手の個人的な判
断であるので「と思う」を付加してもそれほど大きな意味の違いは生じない．
例：あの人は本当に立派だと思う．
例：佐藤は少しまじめすぎると思う．（『現代日本語文法第8部』p.146）
このように日本語の断定形が，話し手の真偽判断や主観的な評価を表す場合は
mustの法助動詞が用いられる文脈でもある．
（33） The man and the older of the young women were sleeping together.  They 
must be married─I had not thought of it before.  [IZD 17]
男は上の娘と同じ床に寝ていた．それを見るまで私は，二人が夫婦であること
をちっとも知らなかったのだ．［伊豆19］
日本語では「夫婦である」と断定の言い方をして，そのことを全く知らなかったと
述べている．「知る」という動詞は，補文の内容が真であることを前提とするので，
二人が夫婦であることを真であると捉えている．それに対して，英語訳では，must
を用いて，同じ床で寝ていることを根拠に，語り手である「私」が「夫婦に違いない」
と推量をしていて，断定はしていない．この解釈の違いは，床をともにすることの
米日での文化的意味の違いに起因するものであろうか．
▶想像のmust
（34） The impression the woman gave was a wonderfully clean and fresh one.  It 
seems to Shimamura that she must be clean to the hollows under her toes. 
[SC18]
女の印象は不思議なくらい清潔であった．足指の裏の窪みまできれいであろう
と思われた．［雪国18］
この個所は，主人公の島村が駒子と初めて会ったときの印象を述べているところ
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である．島村が持った印象からの推量である．seemのthat節の中でmustが用いら
れている．日本語は「だろう」の異形態の「あろう」となっている．
（35）   For a moment he was taken with the fancy that the light must pass through 
Komako, living in the silkwormsÕ room, as it passed through the translucent 
silkworms.  [SC54]
蚕のように駒子も透明な体でここに住んでいるかと思われた．［雪国48］
ここではfancyの補文の中でmustが用いられている．空想の中で島村は強い確信
を持って，光が駒子を貫いている，つまり透明な体であるにちがいないと想像して
いる．このような想像を持つに至ったきっかけは，駒子の住む部屋が蚕部屋であり，
それを目の当たりにしていることである．
（34），（35）では，島村の想像や空想を述べる個所でmustが用いられている．想
像や空想を駆り立てるきっかけはあるものの，想像したことを確かなものにする根
拠は物語の中にはない．（35）では，想像の内容も現実的ではない．それにも関らず，
mustを用いることによって，島村の想像したことに根拠があるように解釈され，想
像していることの現実性が高まっているように思われる． 
4.  考察
4.1  義務的用法
義務的用法のmustへの翻訳では，日本語の文脈における対人関係の捉え方に大
きな変更が伴う．社会的地位や年齢の上下が言語表現に反映されて待遇表現を用い
る日本語では，目上の人に対して，目下の人が義務を課する言い方をすることは非
常に少ない．たとえ義務を課するような言い方をするときでも直接的ではなく，言
外に述べるのが普通である．「もっと気をつけるべきだ」とはっきりと言うことがで
きるのは，立場が対等か目上から目下へ言葉をかける場合である．
英語では対等な人間が言葉を交わすことが前提である．社会的立場の上下に関係
なく，聞き手の利益になることであれば，話し手が主観的に義務を課する言い方が
できる．話し手が聞き手の自律性を侵害しない限り，聞き手の利益のために忠告す
る場合には英語ではmustが目上の人にも用いることができるのである．（7）-（8）の
ように，日本語には対応しないmustが現われるのはこのような文脈である．言外の
忠告の意図が英語ではmustを用いて明示されている．
日本語の依頼表現「～してください」や「～してあげてください」などは，授受表
現や敬意表現を用いて，利益の授受と上下の人間関係に配慮した言い方である．英
語ではこのような利益の授受や上下関係への配慮は必要ない．英語の依頼表現は基
本的には聞き手の意思を尊重した表現となり，mustを用いて翻訳されるかどうかは，
（4）の例のように依頼内容が聞き手に利益かどうかという観点からなされる．
さらに，強い勧誘を行う場合でも日本語では聞き手の意思を重視して，聞き手の
利益になることでも話し手がそれを義務付けるような言い方はしない．日本語では，
聞き手志向の勧誘を行うのが基本である．それに対して，（9）-（10）のように，英
語の強い勧誘では，話し手が義務を押し付けるmustを用いることもできる．
話し手の主観を表すmustは，小説の地の文で語り手の主観的義務を表すことが
ある．日本語の物語と英語の物語では視点の取り方が大きく異なる．日本語では，
語りの視点を過去に移して登場人物の視点や客観的視点から語ることができる．『雪
国』では視点は，主人公の島村と客観的視点が交互に現れる．次は冒頭の有名な部
分であるが，視点は主人公の島村にあって，島村の経験や知覚が「今」まさに完了
したことが語られる．誰が経験しているのか言語化されず，夜の底が白くなったと
知覚しているのが誰であるのかわからない．
（36） 「国境の長いトンネルを抜けると雪国であった．夜の底が白くなった．信号所
に汽車が止まった．」
しかし，この冒頭の直後に，経験し知覚している島村が言及されて客体化され，
語り手は視点を島村から切り離して，客観的に見ている．
「向側の座席から娘が立って来て，島村の前のガラス窓を落した．冷気が流れ
込んだ．」
それに対して，英語では，そのような視点の変更をとるのはまれで，通常，語りの
現在から登場人物を客体化して語る一貫した視点をとる．英訳の冒頭は次のように
なっている．
（37）    The train came out of the long tunnel into the snow country.  The earth lay 
－ 46－ － 47－
white under the night sky.  The train pulled up at a signal stop.  
A girl who had been sitting on the other side of the car came over and 
opened the window in front of Shimamura.  The snowy cold poured in.  
島村の乗っている汽車や島村を外から見ている語り手がいて，語り手の視点はつね
に島村を客体化しており，島村は三人称のhe/his/himで言及される．このように，
視点は一貫して語り手にあるため，語り手の主観性が表れやすい．
4.2  認識的用法
英語のモダリティは「話し手による発話時の心的態度」を表す．真偽判断が可能
な命題が前提として存在してそれに対する蓋然性の判断を行う．命題の成立の可能
性が高いのか低いのか，可能性なのか必然的なのかという話し手の判断を示す．判
断の根拠や証拠を示唆するものは，英語の法助動詞そのものには組み込まれていな
い．
There must be some mistakes.  (CGOEL 4.54)
この文の命題が必然的に成り立つという判断の根拠は，文脈を参照する以外に示唆
するものはない．
しかし，日本語では，話し手の判断が観察を通じてなされたものであることを示
唆するモダリティの形式がある．「ようだ」「らしい」「（し）そうだ」「のでしょう/ の
だろう」などである．これらの形式は，観察から得られた何らかの証拠に基づいて
話し手が判断して認識していることを示す．証拠に基づく認識は蓋然性の高いもの
となり，英語ではmustが用いられる．
「見える」は，本来，視覚を表す表現であるが，視覚による確認を根拠として用
いられる場合，話し手の判断のための重要な証拠が伴っていることになるので，蓋
然性が高くなりmustが用いられる文脈を提供する．
日本語には，そのような証拠性に基づくモダリティの他に蓋然性を表す形式があ
る．それは「かもしれない」「にちがいない」「はずだ」で，「かもしれない」は可能性
を，「にちがいない」「はずだ」は必然性を表す．これらの日本語はmay, must, 
shouldの訳語に相当するとされてきたものである．
日本人が認識的用法のmustを用いる場合に，蓋然性だけの判断ではなく，話し
手が観察を通じて得た証拠があるのかないのかという判断が重要になる．観察によ
る確実な証拠がある場合は，mustを用いる文脈を形成する．
断定形は，客観的事実を述べるだけではなく，話し手が確信を持って真偽判断を
行って真であると言明する場合や，話し手が人や物についてその性質や状態を評価
している場合に用いられる．評価的判断の場合は，「と思う」や「という気がしてくる」
など話者が1人称であることを示す思考動詞を付加しても意味は大きく変わらない．
日本語の断定形は，英語では命題内容は必然的に真であることを示す認識的用法の
mustが使用できる文脈を形成する．
mustが，日本語で想像や空想した内容を語る箇所で現れる場合がある．mustが
命題の内容が必然的に真であるということを意味するので，このような文脈で用い
られるmustは，空想した内容に根拠があるように思わせ現実味を増し，想像内容
について語り手の強い確信を示す機能を果たしている．
4.3  今後の課題
今回の調査はmustに限定したものであるが，今後はさらにmay, can, might, 
could, shouldなどがどのような日本語に対応するのかを調査して，日本語と英語の
モダリティの全体像をとらえながら比較検討してゆく必要がある．
日本語の「らしい」がmustに対応する例をこの小論で紹介したが，英訳の他の箇
所では「らしい」がmightに対応している．次例を参照．
（38）    もうそんな寒いのかと島村は外を眺めると，鉄道の官舎らしいバラックが山
裾に寒々と散らばっているだけで，雪の色はそこまで行かぬうちに闇に呑まれ
ていた．［雪国6］
   ItÕs that cold, is it, thought Shimamura.  Low, barracklike buildings that 
might have been railway dormitories were scattered here and there up the 
frozen slope of the mountain. [SC4]
「らしい」の表すモダリティが英語ではmustとmightに対応するということは，「ら
しい」の持つモダリティが，英語の視点から見ると曖昧であることを示唆している．
－ 48－
日本語のモダリティが文脈に依存している可能性が高く，また英語に比べると客観
的というよりは主観性の強いモダリティを形成していることが窺える．文脈依存と
主観性を特徴とする日本語と客観的把握を中心とする英語のモダリティの違いを明
らかにするために今後さらに広範は調査が必要である．
注
1. 『現代日本語文法　第8部モダリティ』p.78
2. 前掲書　p.63
3. 高橋（2008）: 4.1.2を参照のこと．
4. 『現代日本語文法第8部』4章3.2
5. A Comprehensive Grammar of the English Language. (CGOEL) 4.54.
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